
討
し
、
真
偽
を
明
確
に
し
た
い
。

（
１
）

「
大
同
類
聚
方
』
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
り
、
わ
が
国
で
最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
医
薬
書
で
あ
る
。

平
城
天
皇
の
大
同
三
年
（
八
○
八
）
に
完
成
し
、
上
奏
さ
れ
て
い
る
。

（
ワ
】
）

し
か
し
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
『
日
本
後
紀
」
の
残
巻
が
刊
行
さ
れ
て
後
、
後
紀
の
文
中
の
記
述
と
『
大
同
類
聚
方
」
の
編
者
名
．

官
職
名
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
偽
書
の
疑
が
か
け
ら
れ
た
。

（
３
）

そ
の
雄
が
、
佐
藤
方
定
の
「
奇
魂
』
で
あ
る
。

（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

そ
の
内
容
は
、
富
士
川
・
服
部
・
和
田
・
物
集
ら
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
偽
書
説
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
佐
藤
方
定
が
真
本
と
認
め
て
刊
行
し
た
「
大
同
類
聚
方
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
本
の
検
討
な
し
に
は
、
「
大
同
類
聚
方
」
が
偽
書
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
問
題
が
残
る
。
よ
っ
て
筆
者
は
以
下
そ
の
点
を
検

一
、
は
じ
め
に

「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
一
号
平
成
八
年
十
月
二
十
三
日
受
付

平
成
九
年
一
月
二
十
日
発
行
平
成
九
年
二
月
一
日
受
理

後
藤
志
朗
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そ
の
疑
問
点
は
、
「
大
同
類
聚
方
と
名
づ
け
た
る
書
は
、
天
明
の
比
、
大
阪
と
江
戸
に
て
板
に
彫
し
は
丹
波
良
康
と
云
人
の
抄
き
し
た
る
も

の
の
由
な
れ
ど
、
何
も
繕
に
十
三
方
ば
か
り
あ
る
小
本
に
て
、
い
と
鄙
く
て
物
の
数
に
も
い
る
べ
か
ら
ず
。
頃
日
出
来
る
本
は
三
つ
あ
り
、

一
は
か
の
板
に
彫
し
本
也
。
是
は
従
五
位
下
典
薬
頭
阿
部
朝
臣
真
貞
・
侍
医
従
六
位
上
出
雲
宿
禰
広
貞
等
奉
勅
同
撰
と
云
て
一
巻
よ
り
百
巻

ま
で
あ
り
て
、
初
に
用
薬
を
記
た
り
。
一
つ
は
こ
れ
も
百
巻
有
て
、
初
よ
り
中
ま
で
は
彼
小
本
の
如
き
文
体
に
て
、
中
よ
り
末
は
右
の
板
本

の
体
に
て
、
終
に
用
薬
を
載
た
り
。
一
つ
は
一
巻
よ
り
二
十
四
巻
ま
で
欠
て
、
二
十
五
巻
よ
り
百
巻
ま
で
存
り
て
、
終
に
用
薬
を
記
た
り
。

か
く
其
体
定
ら
ざ
る
は
正
か
ら
ざ
る
其
一
也
。
其
文
体
大
か
た
詔
辞
の
体
な
れ
ど
、
右
に
引
た
る
如
く
、
大
同
三
年
に
此
耆
を
奉
り
し
表
も

漢
文
に
て
、
其
比
は
何
言
に
ま
れ
皆
然
り
き
、
其
同
時
に
成
し
古
語
拾
遺
も
然
也
。
万
葉
集
は
歌
書
な
れ
ば
、
漢
文
に
て
は
意
通
ひ
か
た
け

れ
ば
歌
は
仮
名
か
き
な
れ
ど
、
自
別
体
に
て
、
猶
詞
書
は
漢
文
な
る
も
の
を
や
是
其
二
也
。
彼
巻
い
と
短
く
二
枚
三
枚
っ
っ
な
れ
ど
当
時
の

書
さ
る
さ
た
に
あ
ら
ず
。
其
は
虫
つ
き
た
る
さ
た
に
し
な
し
た
れ
ど
、
百
巻
然
同
様
に
虫
ま
む
や
は
。
殊
に
仮
名
も
違
ひ
、
用
ひ
文
字
も
護

り
に
て
、
当
昔
の
云
さ
た
な
ら
ず
是
其
三
也
。
後
紀
に
阿
部
真
直
と
云
人
見
え
た
れ
ど
、
真
貞
と
云
人
見
え
ず
。
は
た
真
直
、
当
時
典
薬
頭

に
あ
ら
ず
。
広
貞
は
外
従
五
位
下
に
て
、
其
比
の
姓
は
連
に
て
、
宿
禰
の
姓
を
賜
り
し
は
弘
仁
三
年
六
月
の
事
に
こ
そ
あ
れ
。
如
此
此
名
実

門
し
た
の
は
三
十
歳
頃
と
思
わ
れ
る
。

方
定
は
、

し
て
い
る
。

方
定
は
、
陸
奥
の
国
信
夫
郡
の
人
で
、
祖
父
の
代
よ
り
医
を
業
と
し
、
江
戸
に
出
て
、
始
め
小
川
忠
実
を
医
の
師
と
し
た
。

（
８
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
本
居
春
庭
の
門
に
入
り
、
天
保
二
年
二
八
三
一
）
に
「
奇
魂
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
中
で
丹
波
頼

（
９
）

理
が
、
文
政
七
年
に
著
わ
し
た
端
文
に
「
…
．
：
、
み
そ
ぢ
に
も
み
た
す
よ
は
ひ
な
る
に
、
…
…
」
と
あ
る
所
か
ら
し
て
、
方
定
が
舂
庭
に
入

二
、
佐
藤
方
定

『
奇
魂
」
を
著
わ
す
ま
で
に
目
に
し
た
『
大
同
類
聚
方
」
の
流
布
本
・
印
本
に
対
し
て
八
つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
、
偽
書
と
断
定
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年
数
の
誤
あ
る
は
是
其
四
也
。
古
林
見
宜
の
医
療
歌
配
剤
に
、
大
同
類
聚
方
日
、
痘
瘡
、
初
起
自
聖
武
天
皇
御
宇
、
釣
者
遇
蕃
人
継
此
病
、

称
裳
瘡
一
児
患
之
、
則
一
村
流
行
也
、
猶
裳
之
曵
下
、
故
名
、
焉
初
生
児
、
食
金
箔
不
患
之
、
と
い
へ
り
（
此
文
は
っ
か
な
れ
と
今
世
の
文
な
ら

ず
、
後
紀
の
表
と
併
考
る
に
、
此
文
を
正
と
す
べ
し
。
は
た
痘
瘡
の
説
、
古
書
に
協
へ
り
）
彼
言
此
文
に
協
は
す
是
其
五
也
。
彼
書
用
薬
部
の
加
母

と
云
物
の
条
に
加
賀
国
よ
り
出
と
い
へ
れ
ど
、
史
に
は
越
前
国
加
賀
郡
と
有
て
、
別
に
一
国
に
成
し
は
弘
仁
十
四
年
、
割
越
前
国
置
加
賀
国
、

と
あ
り
て
、
大
同
三
年
よ
り
十
五
年
後
の
事
な
る
を
や
是
其
六
也
。
其
小
便
の
色
を
云
る
条
に
茶
の
如
し
と
あ
り
。
茶
は
嵯
峨
天
皇
の
比
よ

り
見
え
た
れ
ば
、
其
比
有
べ
か
ら
ず
。
在
と
も
未
近
く
雪
に
取
る
ば
か
り
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
是
其
七
也
。
当
世
の
風
病
と
云
し
は
、
既
に

云
へ
る
が
如
く
、
後
世
の
風
と
云
と
は
異
な
る
を
、
今
俗
に
風
と
云
物
の
如
記
し
し
は
、
古
を
し
ら
ぬ
者
の
し
わ
さ
に
て
是
其
八
也
。
（
我
師

今
の
鈴
屋
大
人
云
、
此
害
の
辞
体
を
按
ふ
に
、
北
條
氏
執
権
の
比
の
人
の
物
せ
し
に
や
、
と
い
は
れ
き
。
是
に
依
て
又
考
る
に
、
当
世
よ
り
其
言
あ
り
て

別
に
何
と
か
名
あ
り
け
む
を
、
近
世
に
痴
人
の
大
同
類
聚
方
な
ど
い
ふ
、
よ
き
名
附
た
る
か
。
又
其
比
の
人
即
偽
作
り
た
る
も
の
に
も
や
あ
ら
む
・
）
」
で

↑
め
る
。す

な
わ
ち
こ
の
中
で
大
き
な
疑
問
点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
、
『
日
本
後
紀
」
の
大
同
三
年
五
月
三
日
の
条
文
に
記
さ
れ
て
い
る
安
倍
真

直
と
「
大
同
類
聚
方
」
の
安
倍
真
貞
の
名
で
あ
り
、
衛
門
佐
と
典
薬
頭
の
官
職
名
が
異

り
噸
。
購
凄
篭
」
謝
荊
篤
悪
喜
乖
延
長
下
霞
嘉
＊

羅
躍
、

四
四
偏
幅
閣
鴎
四
口
一
四
四
四
一
示
し
た
目
録
題
篭
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
病
名
が
記
さ
れ
て
い
る
巻
に
は
、
対
応
す
る
漢

名
病
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
胆
）

深
根
（
深
江
）
輔
仁
に
関
し
て
は
、
資
料
が
少
な
い
為
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。

し
か
し
、
右
の
文
か
ら
、
こ
の
間
に
深
根
か
ら
深
江
に
氏
が
変
っ
た
事
、
大
医
博
士
に
な
っ
た
こ
と
や
か
ば
ね
が
朝
臣
に
変
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
も
深
根
（
深
江
）
輔
仁
の
解
明
の
一
助
に
な
る
。

『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
は
、
延
喜
本
を
底
本
に
、
延
長
本
・
寛
仁
本
を
用
い
て
欄
外
に
校
異
を
施
し
て
い
る
。

方
定
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
よ
り
『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
』
の
刊
行
を
始
め
、
亡
く
な
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
頃
ま
で
続
け

た
に
も
拘
ら
ず
、
最
後
の
一
冊
分
二
巻
よ
り
七
巻
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
延
長
本
・
寛
仁
本
で
校
異
を
附
し
て
い
る
点
で
、
他
の
『
大
同
類
聚
方
』
よ
り
価
値
が
高
い
・

彼
の
蔵
板
書
目
を
見
る
と
、
「
同
継
」
（
巻
毎
二
注
シ
テ
副
本
ト
ス
）
「
同
翼
」
（
異
本
ノ
逸
文
ヲ
集
註
シ
テ
活
人
手
段
ト
ス
）
を
『
勅
撰
真
本
大
同

（
Ⅱ
）

類
聚
方
」
に
続
い
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。

こ
の
本
は
、
一

た
も
の
で
あ
る
。

方
定
が
底
本
に
し
た
延
喜
本
は
、
典
薬
寮
印
の
判
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
寮
本
と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
本
は
、
「
本
草
和
名
』
を
撰
し
た
深
根
（
深
江
）
輔
仁
が
、
延
喜
十
二
年
（
九
一
三
正
月
よ
り
十
三
年
五
月
の
は
じ
め
に
か
け
て
写
し

こ
の
時
の
署
名
が
一
之
巻
の
終
っ
た

延
喜
十
二
年
正
月
写
深
根
輔
仁

延
喜
十
三
年
五
月
一
校
了
大
医

三
、
寮
本

之
巻
の
終
っ
た
後
と
本
の
末
尾
に
、

大
医
博
士

深
江
朝
臣
輔
仁
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四
、
寮
本
と
他
の
流
布
本
と
の
違
い

（
略
）

比
較
す
る
流
布
本
と
し
て
、
呉
秀
三
ら
編
「
日
本
医
学
叢
書
」
の
「
大
同
類
聚
方
」
を
用
い
た
。

こ
の
叢
書
に
は
、
「
寮
本
」
（
私
見
で
は
方
定
の
刊
行
し
た
『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
で
あ
る
）
の
八
巻
よ
り
十
七
巻
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

（
Ｍ
）
（
喝
）

た
、
こ
の
叢
書
本
を
基
に
校
注
を
附
し
て
大
神
神
社
か
ら
出
版
し
た
も
の
、
全
訳
精
解
の
平
凡
社
本
も
あ
る
。

１
寮
本
に
は
、
天
皇
に
書
物
を
奉
た
と
き
の
上
表
文
、
医
官
の
心
得
を
説
い
た
医
式
、
わ
が
国
の
医
薬
の
祖
の
教
も
具
わ
っ
て
い
る
し
、

分
量
も
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
形
の
整
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２
流
布
本
で
は
編
者
名
が
安
倍
・
出
雲
等
と
あ
る
の
み
で
、
他
に
関
与
し
た
人
達
の
こ
と
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
、
寮
本
で
は
上
表
文
の

末
尾
に
、
こ
の
本
に
関
与
し
た
人
達
の
こ
と
が
、

（
燗
）

り
、
古
体
を
留
め
て
い
る
。

大
初
位
上
典
薬
少
属
臣
忌
部
宿
禰
恵
美
麻
呂

従
八
位
下
典
薬
大
属
臣
大
伴
宿
禰
乎
智
人

外
従
五
位
下
典
薬
允
臣
若
江
造
家
継

外
従
五
位
下
兼
行
侍
医
典
薬
助
但
馬
権
禄
臣
出
雲
連
広
貞

従
五
位
下
典
薬
頭
兼
行
左
大
史
大
舎
人
助
相
模
介
臣
安
倍
朝
臣
真
貞

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
人
達
も
わ
か
る
。

３
寮
本
に
は
、
古
宇
古
韻
が
用
い
ら
れ
、
圀
な
ど
の
則
天
文
字
や
多
く
の
異
体
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
も
、
流
布
本
と
は
異
な
る
。

４
寮
本
の
文
章
は
、
和
文
体
で
宣
命
書
き
に
属
す
る
が
、
助
詞
や
活
用
語
尾
は
、
流
布
本
の
よ
う
に
小
書
で
な
く
、
大
書
で
あ
る
。
つ
ま

大
同
三
年
五
月
三
日
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七
之
巻

八
之
巻

九
之
巻

十
之
巻

十
一
之
巻

十
二
之
巻

寮
本
の
編
集
は
、
他
の
流
布
本
と
か
な
り
病
名
の
巻
数
に
異
動
が
あ
る
の
で
、
内
容
目
次
を
紹
介
す
る
。
多
く
の
異
体
字
を
含
む
の
で
、

新
字
体
を
採
用
し
た
。

（
Ⅳ
）
（
肥
）
（
四
）

５
巻
数
の
記
さ
れ
方
が
、
寮
本
は
『
古
事
記
』
や
『
令
集
解
」
の
「
古
記
」
引
用
害
と
同
じ
幾
巻
で
、
流
布
本
は
『
日
本
書
紀
」
や
「
令

（
抑
）

集
解
」
と
同
じ
巻
幾
で
、
こ
こ
に
も
違
い
が
あ
る
。

六五四三二

之之之之之之

巻巻巻巻巻巻

上
大
同
類
聚
方
表

五
、
寮
本
の
目
次

波
耶
智
邪
魔
悲

乃
元
土
加
世
病

架
著
菩
良
新

大
穴
牟
智
命
之
教
・
少
彦
名
命
之
教
・
武
内
宿
禰
之
教

登
喜
耶
微

比
江
夜
万
飛

（
別
）

未
見

｜
云
須
波
不
紀
病
・
波
奈
太
里
也
美
・
於
楚
解
病
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十
三
之
巻
那
通
気

十
四
之
巻
波
支
古

十
五
之
巻
恵
耶
美

十
六
之
巻
日
布
里

十
七
之
巻
越
智
病

十
八
之
巻
阿
之
茂

十
九
之
巻
佐
伽
菟

二
十
之
巻
烏
太
加

二
十
一
之
巻
波
羅

二
十
二
之
巻
区
段

二
十
三
之
巻
宇
可

二
十
四
之
巻
古
比

二
十
五
之
巻
記
波

二
十
六
之
巻
加
世

二
十
七
之
巻
安
波

二
十
八
之
巻
阿
陪

二
十
九
之
巻
無
那

三
十
之
巻
乃
元
度

三
十
一
之
巻
久
羅

波
支
古
紀
也
美

烏佐
太伽
加菟
多伽
身例
病病

日恵
布耶
里 美
夜
万二
比云
．神

鉦乃
甫介
我
梨
夜
尾

那
通
気
耶
民

阿
之
茂
迺
安
当
利

加
世
乃
病

安
波
者
也
味

阿
陪
宜
耶
万
比

無
那
加
敞
利
病

乃
元
度
加
反
里
病

記古宇
波比可
堂介美
病病病

区
段
利
波
羅
病

波
羅
介
病

久
羅
美
病
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三
十
二
之
巻

三
十
三
之
巻

三
十
四
之
巻

三
十
五
之
巻

三
十
六
之
巻

三
十
七
之
巻

三
十
八
之
巻

三
十
九
之
巻

四
十
之
巻

四
十
一
之
巻

四
十
二
之
巻

四
十
三
之
巻

四
十
四
之
巻

四
十
五
之
巻

四
十
六
之
巻

四
十
七
之
巻

四
十
八
之
巻

四
十
九
之
巻

五
十
之
巻

波
羅
伊
太
美
病

身
甫
之
比
羅
介
病

胸
夜
美
病

久伊烏於母
楚番渡保能
布刷屠須久
勢甫流耶流
病世美嗽比

病病砒 病

能
津
伽
理
耶
麻
飛

烏
豆
南
比
病

阿
多
布
礼
病

阿
之
南
閉
病

辰阿
太嚢
須簸
久遜
免楊
野葬
禰必

迦
波
介
病

波
良
古
波
里
病

波
羅
不
区
里
病

須
非
南
里
病

加
当
都
伎
耶
麻
飛
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六
十
之
巻
禰
伊
婆
荊
耶
美

六
十
一
之
巻
衰
美
難
乃
邪

六
十
二
之
巻
之
羅
智
奈
我

六
十
三
之
巻
痛
波
理
耶
美

六
十
四
之
巻
阿
礼
介
能
和

六
十
五
之
巻
阿
礼
麻
度
比

六
十
六
之
巻
知
阿
礼
病
・

六
十
七
之
巻
知
不
累
比
耶

六
十
八
之
巻
知
乃
保
世
和

六
十
九
之
巻
毛
路
毛
路
乃

五
十
七
之
巻
波
乃
智
也
美
・

五
十
八
之
巻
智
蟠
街
・
遅
区

五
十
九
之
巻
之
波
伊
婆
利
病

五
十
一
之
巻
波
羅
裳
路
裳

五
十
二
之
巻
眼
疾
宇
波

五
十
三
之
巻
布
度
利
目
病

五
十
四
之
巻
登
利
免
・
布

五
十
五
之
巻
和
多
利
目
病

五
十
六
之
巻
迦
新
羅
雲
遅

毛
路
毛
路
乃
血
乃
病

知
乃
保
世
和
坐
・
後
波
羅
痛
病
・
乳
乃
病
・
安
止
脹
病

知
不
累
比
耶
身

阿
礼
麻
度
比
倭
坐

知
阿
礼
病
・
智
久
良
三
和
坐

衰
美
難
乃
邪
魔
悲
都
幾
佐
波
剛
夜
美

之
羅
智
奈
我
智
耶
麻
日

波
乃
智
也
美
・
阿
波
智
病

智
蟠
衡
・
遅
区
堂
流

阿
礼
介
能
和
坐

眼
疾
宇
波
日
目
・
奈
加
日
免
病
・
楚
故
比
目
一
云
烏
羅
加
波
之
目
病

布
度
利
目
病
・
烏
豆
木
免
病

波
羅
裳
路
裳
路

登
利
免
・
布
左
目

和
多
利
目
病
・
烏烏
羅
加
差
目
病
・
眼
裳
路
裳
路
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七
十
之
巻
小
児
之
病

七
十
一
之
巻
遅
離
解

七
十
二
之
巻
恵
務
師

七
十
三
之
巻
元
寸
古

七
十
四
之
巻
加
多
加

七
十
五
之
巻
波
羅
波

七
十
六
之
巻
伊
裳
加

七
十
七
之
巻
加
干
陪

七
十
八
之
巻
可
左
病

七
十
九
之
巻
返
寿
美

八
十
之
巻
波
多
介
迦

八
十
一
之
巻
敷
氏
言

八
十
二
之
巻
難
慨
瘡

八
十
三
之
巻
牟
梛
詞

八
十
四
之
巻
能
元
土

八
十
五
之
巻
乃
牟
度

八
十
六
之
巻
美
々
之

八
十
七
之
巻
波
南
乃

八
十
八
之
巻
之
多
乃

波
多
介
迦
左

波
羅
波
利
病
・
安
可
波
他
反
病

伊
裳
加
左
・
乃
解
具
佐

恵
務
師
邪
魔
悲

元
寸
古
婆
美
病

加
多
加
異
耶
美

加伊
干裳
陪加
加左
差。

難
慨
瘡
殴
微

牟
梛
詞
瑳
病

能
元
土
不
世
病

敷
氏
言
佳
総

可
左
病
乃
多
具
日
世
南
半
寸
加
左

返
寿
美
可
佐

乃
牟
度
布
吉
可
差
・
阿
奈
迦
佐
比
迦
左
布
久
利
迦
佐

美
々
之
耶
末
比
・
美
々
瘡
・
微
聲
唯
痒
佳
叉

波
南
乃
耶
麻
比
・
波
梛
儀
鶏
野
微

之
多
乃
病
久
智
乃
病
・
牟
之
婆
民
耶
美

須
久
毛
堂
江
病

云
無
那
智
須
美

94(94）



医
式
（
方
定
刊
行
本
の
版
心
に
は
「
大
同
方
医
式
」
と
あ
る
）

八
十
九
之
巻
波
支

九
十
之
巻
志
刑
可

九
十
一
之
巻
端
務

九
十
二
之
巻
可
丹

九
十
三
之
巻
波
之

九
十
四
之
巻
可
左

九
十
五
之
巻
微
大

九
十
六
之
巻
珊
必

九
十
七
之
巻
久
自

九
十
八
之
巻
波
布

九
十
九
之
巻
鶏
裳

百
之
巻
雑
々
乃
病

寮
本
だ
け
で
な
く
、
他
の
流
布
本
も
「
奉
勅
同
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
魂
）
（
鰯
）
（
型
）

『
続
日
本
紀
」
「
日
本
後
紀
」
の
六
国
史
を
は
じ
め
『
延
喜
式
」
は
、
「
奉
勅
撰
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
般
的
な
型
で
あ
る
。
な
の

に
、
こ
こ
で
「
奉
勅
同
撰
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
鯛
）

諸
橋
の
『
大
漢
和
辞
典
』
を
見
て
も
、
「
同
撰
」
は
載
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
同
学
」
が
出
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
一
緒
に
学
ぶ
」
と
い

六
、
奉
勅
同
撰
の
意
味

志
刑
可
差

微
大
凱
可
左
耶
民

珊
必
伐
乃
椀
邪

久
自
木
和
坐
保

波
布
務
新
能
倭
邪

鶏
裳
濃
迺
王
邪

波
之
利
瘡
一
云
保
年
志
婆
利

可
左
乃
耶
麻
比
裳
路
々
々
・
瘡
散
之
薬
之
方

端
務
Ｆ
可
差
縢
一
角

可
丹
然
瘡
・
摩
鑪
咳
灌

波
支
可
左
病
・
都
満
波
巣
耶
美

保

祢紀

蓋利
比豐
登登
母母
云云

名
阿
介
久
左
・
梛
魔
寿
波
太
一
云
志
呂
南
万
数

志
良
波
多
介

紀
寿
玖
流
悲
耶
瀬

・
諸
之
班
病
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来
る
。

雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

注
を
必
要
と
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

う
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
坊
）

同
と
は
、
説
文
に
「
合
会
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
口
で
謀
り
合
議
す
る
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
同
撰
」
と
は
、
「
寄
り
集
っ
て
合
議
し
え
ら

一
L‐

い

る
r

ぶ
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

編
蟇
は
、
し
た
が
っ
て
典
薬
寮
の
五
名
の
氏
族
に
伝
わ
っ
て
い
る
薬
方
や
こ
れ
ま
で
に
五
名
が
集
め
た
薬
方
、
典
薬
寮
や
内
裏
に
残
っ
て

い
る
資
料
を
持
ち
寄
っ
て
選
別
し
た
。
と
考
え
れ
ば
「
同
撰
」
の
記
載
も
納
得
で
き
る
。

類
似
し
た
薬
方
の
選
択
は
、
古
体
を
留
め
て
い
る
方
を
採
用
し
た
。
そ
れ
が
、
由
緒
正
し
さ
を
表
わ
す
証
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

佐
藤
方
定
が
刊
行
し
た
「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
』
は
、
深
根
（
深
江
）
輔
仁
が
写
し
た
延
喜
本
（
寮
本
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。

寮
本
は
、
上
表
文
・
医
式
も
具
わ
り
、
撰
進
本
を
写
し
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。

『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
』
は
、
静
嘉
堂
文
庫
・
成
貰
堂
文
庫
・
研
医
会
図
書
館
・
豊
橋
市
中
央
図
書
館
・
富
士
川
文
庫
（
京
都
大
学
）
・
杏

そ
こ
に
は
「
後
日
注
進
価
戴
之
」
（
後
日
、
注
進
し
て
、
価
て
之
を
戴
く
）
と
あ
る
。

も
し
通
達
が
発
せ
ら
れ
て
薬
方
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
薬
方
に
つ
い
て
い
え
る
事
で
、
こ
の
箇
所
の
み
に
割

し
か
し
、
通
達
が
発
せ
ら
れ
た
形
跡
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
寮
本
の
百
巻
の
珠
潔
河
薬
の
割
注
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
が
出

一
般
的
に
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
各
地
に
通
達
を
発
し
、
献
上
さ
せ
た
薬
方
を
集
め
「
大
同
類
聚
方
」
が
編
墓
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

七
、
お
わ
り
に
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則
天
文
字
を
示
唆
し
て
下
さ
っ
た
畠
山
敏
行
様
、
方
定
本
の
刊
記
の
件
で
お
手
数
を
お
か
け
し
た
研
医
会
図
書
館
の
斎
藤
仁
男
様
、
岩
波
書
店
辞
典

部
の
水
野
情
三
郎
様
、
お
茶
の
水
図
書
館
の
落
合
俊
彦
様
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
の
金
子
豊
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
・
無
窮
会
・
杏
雨
耆
屋
・
岩
瀬
文
庫
・
富
士
川
文
庫
（
京
都
大
学
）
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
都
立
中

央
図
書
館
・
豊
橋
市
中
央
図
書
館
・
刈
谷
市
中
央
図
書
館
・
大
分
県
立
大
分
図
書
館
・
平
塚
市
中
央
図
書
館
の
職
員
の
方
々
に
深
謝
す
る
。

謝
辞

（
Ⅱ
）
佐
藤
神
符
満
（
方
定
当
奇
魂
附
録
備
急
蓬
莱
八
薬
新
論
」
安
政
五
年
刊
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

こ
の
方
定
本
が
真
本
で
あ
れ
ば
、
わ
が
国
の
古
代
医
学
や
古
代
史
に
寄
与
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。

今
後
も
筆
者
は
、
残
り
の
問
題
点
を
順
次
検
討
す
る
。

注
と
文
献

（
１
）
上
表
文
中
に
「
医
方
所
鍾
豈
遺
命
於
断
他
邦
剤
」
（
医
方
の
鐘
る
所
、
豈
遺
命
に
て
他
邦
剤
を
断
つ
な
ら
む
や
。
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
桓
武
天
皇
で
あ
る
。

文
献
（
３
）

花
野
井
有
年

七
一
）
複
刻
。

国
史
大
系
編
修
会
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
日
本
後
紀
」
六
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
。

佐
藤
方
定
「
奇
魂
」
、
富
士
川
瀞
ら
編
修
「
杏
林
叢
書
下
巻
』
三
○
七
’
三
○
九
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
二

富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
」
五
一
’
五
二
頁
、
日
新
書
院
、
東
京
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
。

服
部
敏
良
「
平
安
時
代
医
学
の
研
究
」
一
三
五
’
一
三
六
頁
、
科
学
書
院
、
東
京
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
。

和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
」
四
八
六
頁
、
明
治
書
院
、
東
京
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
影
印
。

物
集
高
見
・
物
集
高
量
『
広
文
庫
第
十
一
冊
」
八
四
○
’
八
四
一
頁
、
名
著
普
及
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
覆
刻
。

大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
『
国
学
者
伝
記
集
成
」
八
八
九
頁
、
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
六
七
年
。

こ
の
こ
と
は
別
槁
に
て
論
ず
る
。

国
史
大
系
編
修
会
「
新
訂
増
補
弓

佐
藤
方
定
「
奇
魂
」
、
富
士
川
溝

富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
」
五

服
部
敏
良
「
平
安
時
代
医
学
鱒

和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
一

物
集
高
見
・
物
集
高
量
『
広
文
岸

二

六

三

頁
○

「
医
方
正
伝
」
（
嘉
永
五
年
序
刊
）
、
富
士
川
瀞
ら
編
修
「
杏
林
叢
書
下
巻
』
三
三
六
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

複
刻
。
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（
皿
）
文
献
（
４
）
八
五
頁
。

（
喝
）
土
肥
慶
蔵
・
呉
秀
一
二

へへへへへ

2120191817
…… … …

（
Ｍ
）

（
喝
）

（
略
）

へへへ へへ

2625242322
………ー

大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
『
校
注
大
同
類
聚
方
」
大
神
神
社
、
奈
良
、
昭
和
五
十
四
年
二
九
七
九
）
。

槇
佐
知
子
「
全
訳
精
解
大
同
類
聚
方
」
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
八
五
年
。

沖
森
卓
也
「
木
簡
に
現
れ
た
古
代
日
本
語
」
中
に
、
「
自
立
語
を
大
字
で
、
助
詞
助
動
詞
、
活
用
語
尾
や
接
辞
な
ど
付
属
語
的
な
要
素
を
小
字
で

書
き
記
し
た
文
章
を
宣
命
体
と
い
う
が
、
古
く
は
付
属
語
的
な
要
素
も
同
じ
大
字
で
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
藤
原
宮
出
土
木
簡
に
よ
っ
て
明
ら

か
と
な
っ
た
（
阪
倉
篤
義
、
一
九
六
九
）
・
」
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
「
上
代
木
簡
資
料
集
成
』
一
八
七
頁
、
お
う
ふ
う
、
東
京
、
一
九
九
四
年
。

「
日
本
思
想
大
系
古
事
記
」
十
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
二
年
。

東
野
治
之
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
」
二
○
一
頁
、
塙
書
房
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
。

『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
上
』
七
六
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
。

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
令
集
解
第
三
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
昭
和
五
十
七
年
二
九
八
二
）
。

未
見
で
は
あ
る
が
、
文
献
（
皿
）
の
「
依
毘
須
可
羅
美
餘
言
」
中
に
、
「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
六
巻
木
部
二
依
毘
須
可
羅
美
味
辛
久
香
四
採
実

乎
乾
之
葉
毛
共
仁
用
宇
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
之
巻
は
木
部
で
、
用
薬
が
載
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
新
訂
増
補
国
史
大
系
続
日
本
紀
前
篇
」
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
。

「
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
二
十
六
巻
』
「
延
喜
式
序
」
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
。

諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞
典
巻
二
」
八
一
三
頁
、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
。

白
川
静
「
字
訓
』
一
八
五
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
八
七
年
。

五
…

0

文
献
（
２
）
三
頁
。

８

・
富
士
川
瀞
選
集
校
定
「
日
本
医
学
叢
書
」
五
十
四
’
二
百
三
十
九
頁
、
金
港
堂
書
籍
、
東
京
、
明
治
三
十
八
年
二
九
○
９

（
平
塚
市
・
静
観
堂
薬
局
）
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Studiesonthe"Daidouruijuhou''theOldestMedicalBookinJapan

bvShirouGOTOU

TheDaidouruijuhou(大同類聚方)wascompiledinA.D.808andwassubmittedtotheEmperor.

However,thisworkcametoberegardedasapocryphalafterthepublicationinA.D.1799ofthe

Nihonkouki(日本後紀)whichcontainedrecordsofA.D.808.Thiswasbecausescholarshaddoubtsabout

thedifferencesbetweentheNihonkoukiandtheDaidouruijuhou.NorisadaSato(佐藤方定)wasaleader

ofthescholars.However,whenhediscoveredanewcopyoftheDaidouruijuhouherecognizedthatitwas

agenuinebookandnamedittheChokusenshimponDaidouruijuhou(勅撰真本大同類聚方).Nobodycan

calltheDaidouruijuhouasanapocryphalworkwithoutinvestigatingthisbook.

（
句
つ
）

争
争


